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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
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【国際特許分類】
   Ｇ０２Ｂ  27/22     (2006.01)
   Ｈ０４Ｎ  13/04     (2006.01)
   Ｇ０３Ｂ  35/24     (2006.01)
   Ｇ０２Ｂ   3/00     (2006.01)
   Ｇ０２Ｂ   3/06     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｇ０２Ｂ  27/22    　　　　
   Ｈ０４Ｎ  13/04    　　　　
   Ｇ０３Ｂ  35/24    　　　　
   Ｇ０２Ｂ   3/00    　　　Ａ
   Ｇ０２Ｂ   3/06    　　　　

【手続補正書】
【提出日】平成25年7月3日(2013.7.3)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　フラットパネルディスプレイに順次設定した右眼用の画素群と左眼用の画素群からの出
射光を、前記フラットパネルディスプレイの前面に配置したレンチキュラレンズ又はパラ
ラックスバリアを介して出射し、右眼用及び左眼用の視点群を形成して多視点の立体画像
を表示する立体画像表示装置において、
　前記レンチキュラレンズの同一のシリンドリカルレンズ、又は前記パララックスバリア
の同一の開口を介して視点群を形成する右眼用の画素群と左眼用の画素群との間に、前記
同一のシリンドリカルレンズに隣接するシリンドリカルレンズ、又は前記同一の開口に隣
接する開口を介して視点群を形成する右眼用の画素群と左眼用の画素群を設定した
　ことを特徴とする立体画像表示装置。
【請求項２】
　観察者の右目と左目の位置を検出する位置検出手段と、
　前記位置検出手段の検出結果に基づいて、前記右眼用及び左眼用の画素群の位置を前記
観察者の位置に対応する位置に補正する補正手段とをさらに備える
　ことを特徴とする請求項１に記載の立体画像表示装置。
【請求項３】
　フラットパネルディスプレイに順次設定した右眼用の画素群と左眼用の画素群からの出
射光を、前記フラットパネルディスプレイの前面に配置したレンチキュラレンズ又はパラ
ラックスバリアを介して出射し、右眼用及び左眼用の視点群を形成して多視点の立体画像
を表示する立体画像表示方法において、
　前記レンチキュラレンズの同一のシリンドリカルレンズ、又は前記パララックスバリア
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の同一の開口を介して視点群を形成する右眼用の画素群と左眼用の画素群との間に、前記
同一のシリンドリカルレンズに隣接するシリンドリカルレンズ、又は前記同一の開口に隣
接する開口を介して視点群を形成する右眼用の画素群と左眼用の画素群を設定する
　ことを特徴とする立体画像表示方法。
【請求項４】
　観察者の右目と左目の位置を検出し、
　当該検出結果に基づいて、前記右眼用及び左眼用の画素群の位置を前記観察者の位置に
対応する位置に補正する
　ことを特徴とする請求項３に記載の立体画像表示方法。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１０
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１０】
　（２）請求項２の発明は、
　観察者の右目と左目の位置を検出する位置検出手段と、
　前記位置検出手段の検出結果に基づいて、前記右眼用及び左眼用の画素群の位置を前記
観察者の位置に対応する位置に補正する補正手段とをさらに備える
　ことを特徴とする（１）に記載の立体画像表示装置。
【手続補正３】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１２
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１２】
　（４）請求項４の発明は、
　観察者の右目と左目の位置を検出し、
　当該検出結果に基づいて、前記右眼用及び左眼用の画素群の位置を前記観察者の位置に
対応する位置に補正する
　ことを特徴とする（３）に記載の立体画像表示方法。
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